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第
一
節
桜
蔭
会
と
そ
の
創
立

　
会
　
　
員

　
社
団
法
人
桜
蔭
会
は
、
東
京
女
子
師
範
学
校
、
東
東
師
範
学
校
女
子
部
．
高
等
師
範
学
校
女
子
部
、
女
子
高
等
師
範
挙
校
、
東
京
女
子

商
等
師
範
学
校
、
お
茶
の
氷
女
子
大
学
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
お
よ
び
第
六
臨
時
教
員
養
成
所
、
東
京
女
子
臨

時
教
難
養
成
所
、
東
東
特
設
中
等
教
藁
養
成
所
の
卒
業
渚
な
も
び
に
鑑
れ
に
準
ず
る
奢
を
会
員
と
し
、
現
荘
会
員
数
一
万
三
千
余
名
に
達

し
て
い
る
．
会
員
は
、
全
国
各
地
に
在
住
し
て
い
る
ほ
か
、
海
外
は
あ
る
者
も
一
五
〇
名
を
越
麓
、
勉
学
に
矯
そ
し
み
、
談
だ
社
会
的
に

活
鋤
し
て
矯
る
．

　
会
の
沿
革

　
東
京
女
子
師
範
学
校
の
時
代
、
卒
業
生
の
組
織
が
窯
ゆ
た
く
な
か
ゆ
た
わ
け
で
は
な
く
．
た
と
え
ば
明
治
八
年
母
校
最
初
の
入
学
生
の

岡
級
会
数
ゐ
い
5
べ
き
「
乙
亥
会
し
な
ど
も
あ
ゆ
、
卒
業
後
も
時
折
会
合
を
持
櫛
饗
矯
た
お
い
う
が
、
同
窓
会
を
結
成
す
る
震
癒
に
は
至

ら
な
か
瀞
た
。

　
明
治
十
八
年
、
文
部
省
御
用
掛
森
有
礼
の
決
断
に
よ
や
て
東
京
女
子
師
範
学
校
は
東
京
師
範
学
校
滋
合
併
膿
饗
、
そ
の
女
子
部
お
な
ゆ



〔各翻　第六灘鰭蔭会

た
結
果
、
卒
業
生
も
、
す
で
に
十
五
年
に
創
立
さ
れ
て
い
た
茗
渓
会
繕
入
会
す
る
こ
と
礎
な
勲
た
．
繋
九
年
二
燕
の
卒
業
生
が
最
初
の
茗

渓
会
員
で
あ
る
．
二
十
三
年
三
月
、
高
簿
師
範
学
校
女
子
部
は
女
子
高
簿
師
範
学
校
と
し
て
独
立
駕
た
が
、
卒
業
生
は
依
然
と
膨
饗
茗
渓

会
に
入
会
し
、
選
出
さ
れ
た
十
名
の
女
子
役
鍋
が
男
子
役
員
お
と
も
に
会
の
運
営
盗
あ
ず
か
ゆ
て
矯
た
．
三
牽
五
年
縫
は
女
乗
会
員
惑
す

で
に
五
憲
名
を
越
え
、
独
立
の
機
運
が
生
起
た
の
で
．
女
子
委
鰻
側
よ
紛
男
女
会
員
分
離
を
委
員
会
に
提
議
し
、
さ
寒
ざ
寒
の
曲
折
を
経

て
三
十
六
年
八
月
の
茗
渓
会
総
会
に
お
い
て
よ
う
や
く
男
女
会
員
の
分
離
が
正
式
に
決
定
し
た
．

　
女
子
会
興
は
た
だ
ち
に
母
校
卒
業
者
の
み
で
団
体
を
組
織
し
、
桜
蔭
会
数
名
づ
け
だ
．
叢
の
縛
の
会
員
数
は
五
薫
副
名
で
あ
ゆ
た
．
瀧

の
名
称
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
は
、
母
校
の
校
舎
が
湯
島
の
商
台
、
煩
認
平
饗
に
隣
接
す
る
桜
の
馬
場
跡
臓
あ
ゆ
た
濃
ど
羅
よ
る
懲
の
餐
、

母
校
内
に
仮
事
務
所
を
置
蕊
、
二
十
名
の
評
議
澱
を
選
出
し
、
九
月
の
評
議
鍛
会
鷲
簸
初
の
主
纂
九
熱
を
互
選
も
た
．
こ
の
な
か
縫
は
安

井
て
つ
、
後
閑
菊
野
な
ど
の
名
嚇
発
え
る
．
明
治
三
十
六
年
十
二
帰
二
十
五
欝
『
桜
蔭
会
々
報
臨
第
輔
畢
が
発
行
港
れ
、
毎
年
玉
・
九
・

十
二
月
の
三
回
発
行
す
る
こ
と
に
決
ゆ
た
．
そ
し
て
、
翌
蕊
十
セ
年
繰
月
に
発
会
式
を
挙
行
し
、
会
員
は
桜
蔭
会
の
成
立
を
歓
迎
し
た
．

七
月
の
総
会
で
会
の
規
則
を
決
定
し
、
牽
瞬
月
に
は
鍬
校
創
立
蕊
十
周
年
を
記
念
む
、
書
籍
代
と
し
餐
五
六
〇
円
を
寄
付
し
た
．

　
大
正
二
年
、
全
薇
的
に
規
則
の
改
正
を
行
な
ゆ
て
定
款
を
作
成
し
、
社
団
法
入
菰
す
ゐ
菰
龍
を
辮
し
合
せ
、
翌
蕊
年
文
部
省
の
認
可
を

受
け
て
法
人
と
し
て
発
足
し
た
．
定
款
は
会
の
発
穰
に
つ
れ
て
度
々
改
訂
を
重
ね
て
き
た
が
、
昭
和
五
年
定
款
改
正
調
査
委
鍛
を
委
嘱
し

て
改
正
案
を
作
成
し
、
八
年
に
認
可
さ
れ
た
、
こ
の
定
款
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
憲
鷲
燭
孫
蔭
れ
た
．
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第
二
節
関
東
大
震
災
と
会
の
対
応

雛繍

　
関
東
大
震
災
と
東
京
連
含
婦
人
会

　
大
正
牽
二
年
九
捕
琳
騰
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
．
大
麗
三
年
に
母
校
構
内
に
敷
地
を
借
溺
し
て
新
築
し
た
桜
蔭
会
欝
務
所
は
．
倒

壌
は
蕪
ぬ
か
れ
た
も
の
の
、
続
い
て
発
生
し
た
火
災
で
璽
要
審
類
も
ろ
と
も
焼
失
し
た
．
金
庫
が
無
事
饗
あ
ゆ
た
こ
お
は
不
宰
中
の
幸
矯

で
、
会
の
残
留
財
産
は
預
金
現
金
計
三
万
余
円
で
あ
強
た
．
罹
災
し
た
会
員
・
客
員
数
は
判
朗
し
た
だ
け
鷹
も
竃
釜
ハ
人
に
の
ぽ
ゆ
た
．

　
会
で
は
と
鞍
あ
え
ず
仮
禦
務
所
を
巣
鴨
文
華
高
等
女
学
校
内
に
設
置
し
、
新
闘
広
告
を
出
し
て
九
月
牽
七
鑓
慌
被
災
後
第
一
圓
の
主
事

会
を
、
二
十
二
購
に
第
一
固
評
議
員
会
を
開
催
し
て
活
動
を
開
始
し
た
．

　
憲
ず
九
月
牽
七
騰
に
は
、
母
校
創
立
五
十
周
年
記
念
寄
付
金
と
し
て
す
で
に
集
譲
ゆ
獲
疑
た
ご
轟
、
三
〇
〇
余
濁
を
さ
ゆ
そ
く
母
校
縫

寄
付
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
．
ご
れ
は
大
部
分
図
書
・
ピ
ア
ノ
な
ど
の
教
育
必
需
錨
の
購
入
に
当
て
嚇
れ
た
．
蔵
審
そ
の
他
を
母
校
羅
寄

付
し
た
会
員
も
少
な
く
な
か
ゆ
た
．
憲
た
母
校
生
徒
全
麟
礁
ノ
ー
ト
そ
の
弛
の
晃
舞
晶
を
贈
り
、
会
員
・
審
員
の
罹
災
者
へ
は
見
舞
状
と

見
舞
金
五
円
を
贈
蹟
、
会
員
膚
志
よ
ゆ
寄
せ
ら
れ
た
物
晶
を
罹
災
会
興
の
み
な
ら
ず
小
石
川
方
面
の
罹
災
者
へ
鴫
贈
ゆ
た
．

　
震
災
後
罹
災
者
の
救
済
と
復
興
の
た
め
、
濠
た
諸
種
の
社
会
事
業
を
進
め
る
た
め
磁
強
大
な
婦
人
団
体
の
必
要
が
生
じ
、
東
東
連
合
婦

人
会
が
誕
生
し
た
．
こ
れ
は
桜
楓
会
、
鶴
友
会
、
矯
風
会
、
東
漿
女
子
大
学
、
自
由
学
園
そ
の
他
四
十
余
の
婦
人
鑓
体
の
連
合
体
で
、
本

会
も
十
月
二
十
二
騰
こ
れ
に
加
入
し
六
磁
の
委
員
を
送
ゆ
て
活
動
を
開
始
じ
た
．
東
京
連
合
婦
人
会
に
は
社
会
・
職
業
・
政
治
・
教
育
な

ど
の
部
が
あ
鱒
た
が
、
本
会
は
主
と
し
て
教
育
部
の
方
面
に
携
わ
り
、
母
校
生
徒
幾
と
喝
に
罹
災
著
の
状
況
調
査
を
行
な
矯
、
罹
災
小
学

校
の
惨
状
を
訴
え
て
救
済
の
急
務
で
あ
る
こ
セ
を
叫
び
、
十
二
潤
八
田
磁
は
罹
災
児
童
愛
護
ヂ
ー
を
催
し
、
市
内
全
域
薫
募
金
を
行
な
鱒



た
．
恥
矯
の
募
金
お
宥
志
の
寄
付
金
の
為
鋤
計
は
ご
二
、
七
六
三
円
に
の
ぼ
勢
、
公
立
小
学
校
一
麟
八
校
、
私
立
小
学
校
牽
六
校
樵
す
べ
萎
配

分
さ
れ
た
．
な
お
連
合
婦
人
会
の
活
動
の
編
環
と
し
て
、
小
石
川
区
内
の
罹
災
者
に
、
布
団
・
衣
類
・
食
料
な
ど
の
配
給
を
行
な
拶
た
・

大猟欝離竣薫の桜蔭会館

　
　
桜
蔭
会
の
対
応

　
　
罹
災
者
救
護
の
凝
的
で
．
裁
縫
・
編
物
を
主
と
す
る
実
務
女
学
校
を
文
華
女
学
校

　
仮
箏
務
所
薫
十
繍
月
二
十
四
鑓
建
開
校
し
た
．
授
業
は
土
曜
鐵
の
午
後
と
鶏
曜
欝
縫

　
の
み
行
な
わ
れ
、
学
科
鐵
は
修
身
・
圏
語
・
数
学
が
各
鰍
特
間
、
裁
縫
四
時
閥
、
編

　
物
が
二
時
間
で
あ
や
た
．
生
徒
は
牽
葺
歳
か
も
二
十
五
歳
譲
で
四
牽
人
あ
叢
鯵
、
無

　
薄
課
マ
無
試
験
で
あ
ゆ
た
鱒
こ
の
学
校
は
大
正
浄
三
年
三
月
寒
で
継
続
し
た
が
、
鑑

　
れ
が
桜
蔭
女
学
校
設
立
の
動
機
と
な
櫛
た
．

　
　
会
で
は
震
災
後
た
だ
ち
に
、
母
校
お
濃
び
桜
蔭
会
事
務
所
の
復
興
準
備
の
た
め
．

　
全
会
澱
に
復
興
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
急
告
を
発
し
た
が
、
昭
和
九
年
一
懸
戴
懇
に

　
総
額
約
八
榊
、
○
○
○
円
の
拠
金
が
あ
ゆ
た
．
叢
の
資
金
の
使
途
に
つ
恥
饗
は
、
役

　
蝋
会
に
お
い
て
舗
割
を
母
校
へ
、
鱗
割
な
事
務
所
建
設
、
蕊
割
を
女
子
教
育
振
興
資

　
金
、
　
繍
割
を
社
会
事
業
に
、
　
翻
割
を
本
会
の
箏
業
幾
に
と
決
め
継
れ
て
い
た
。
こ
の

　
決
定
に
纂
づ
藩
、
母
校
に
プ
…
滞
髪
寄
付
し
、
事
務
所
を
建
築
し
、
祉
会
藥
業
臓
寄

　
付
を
し
た
が
、
最
大
の
事
業
は
桜
蔭
女
学
校
の
設
立
で
あ
瀞
た
．

鞭
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第
三
節
　
桜
蔭
高
等
女
学
校

8露0

　
桜
蔭
高
等
堂
学
校
の
設
立

　
桜
蔭
会
の
“
　
事
業
お
し
竃
女
学
校
を
設
立
し
、
女
子
教
育
に
震
献
し
た
い
と
恥
う
こ
お
は
会
員
の
多
年
の
希
望
癒
あ
ゆ
た
が
、
震
災
後

の
精
神
復
興
の
繍
助
老
し
饗
繋
学
校
設
立
計
顧
が
迅
速
に
進
め
穆
れ
、
大
蕉
牽
二
錐
十
二
月
縫
設
立
委
鼠
十
人
を
選
出
し
、
牽
三
年
四
彌

開
校
を
灘
指
し
餐
実
行
縫
移
す
蓬
菰
縄
な
櫛
だ
．
結
局
前
節
懸
述
べ
た
震
災
復
興
資
金
の
四
割
が
女
学
校
設
立
費
用
に
充
当
さ
れ
為
む
お

と
な
瞬
、
繋
た
短
期
間
懸
は
あ
ゆ
た
が
実
務
女
学
校
経
営
の
経
験
が
弐
い
に
役
立
つ
溢
と
毒
な
ゆ
た
．
校
愈
設
立
場
所
は
．
元
桜
蔭
会
箏

務
所
の
あ
膿
た
本
郷
区
髭
町
ニ
ノ
六
六
番
地
と
し
、
隣
地
を
借
用
し
て
大
正
十
三
年
二
月
十
九
欝
に
東
京
府
知
事
に
設
立
認
可
辮
請
を
提

出
し
、
三
薄
に
認
可
さ
れ
た
．
た
だ
ち
髭
仮
校
舎
の
建
築
を
始
め
、
設
立
委
員
が
毎
躍
工
蘂
進
行
を
監
督
し
、
四
薄
二
牽
籔
譲
で
に
延
約

七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
校
奮
が
竣
工
し
だ
．

　
開
校
鑓
当
雛
、
校
畏
は
会
麟
中
か
も
選
ぷ
こ
と
が
定
め
も
れ
、
約
二
、
八
○
○
の
会
翼
の
投
禦
に
よ
堕
、
後
閑
菊
野
が
初
代
校
畏
に
選
出

さ
れ
た
．
後
閑
は
桜
蔭
会
の
大
先
輩
懸
、
鴫
治
十
七
年
母
校
卒
業
後
三
十
四
年
間
母
校
の
教
嘗
を
務
め
、
礼
法
お
よ
び
家
箏
教
育
の
基
礎

を
確
立
し
た
．
の
ち
犠
富
内
省
御
用
掛
淑
な
鱗
、
と
ぎ
の
東
欝
妃
の
教
欝
主
任
を
務
め
た
こ
と
で
も
知
勝
れ
て
い
る
、
入
学
定
鼠
霧
名
に

対
し
二
衝
堀
を
越
す
志
願
老
が
あ
ゆ
、
四
甥
二
十
鑓
に
仮
校
舎
に
お
い
て
始
業
式
を
挙
行
し
、
牽
周
牽
七
騰
に
新
校
舎
が
落
成
し
た
．

　
桜
蔭
女
学
校
は
敷
地
や
資
金
の
都
合
で
法
制
上
は
各
種
学
校
餐
あ
ゆ
た
が
、
そ
の
後
順
調
鑑
発
展
を
遂
げ
、
大
正
牽
五
年
幽
甥
縫
高
等

女
学
校
に
昇
絡
し
た
．



　
桜
蔭
学
園
の
現
状

　
桜
蔭
高
等
女
学
校
は
そ
の
後
昭
和
五
年
に
は
財
団
法
入
組
織
お
し
、
二
十
六
年
に
は
学
校
法
人
桜
蔭
学
園
数
な
ゆ
て
今
厳
に
至
燈
鷲
矯

る
．
現
在
の
内
容
・
規
模
は
次
の
よ
う
で
あ
る
が
、
卒
業
生
の
大
学
へ
の
進
学
率
も
高
く
、
入
学
希
望
講
が
殺
到
す
る
と
矯
筋
状
況
癒
あ

る
、
現
校
畏
木
村
都
は
後
閑
菊
野
よ
ゆ
数
え
て
四
代
目
に
滋
る
が
、
現
在
、
校
畏
は
桜
蔭
会
お
よ
ぴ
桜
蔭
学
園
職
員
会
が
会
員
中
が
も
推

薦
し
た
候
補
者
に
つ
矯
竃
、
学
園
で
決
定
す
ゐ
形
式
が
ど
も
れ
て
い
る
．

　
敷
地
、
各
種
施
設
、
定
員
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
昭
和
五
十
年
選
．

　
　
敷
地
　
　
　
　
玉
．
五
麟
○
平
方
メ
ー
墾
ル

　
　
校
魯
　
　
　
　
薫
糠
延
網
○
、
二
〇
〇
平
方
メ
…
ト
ル

　
　
普
通
教
室
　
　
二
十
九

　
　
特
別
教
室
　
　
祉
会
科
窒
、
物
理
憲
．
化
学
蜜
、
生
物
窒
、
音
楽
室
、
美
術
室
、
工
芸
窒
、
轡
遠
窒
、
礼
法
室
、
被
服
霊
、
調
理
窒
、
L
・
L
教
室
な

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
、
プ
ー
ル
念
○
メ
…
拳
ル
X
二
玉
メ
ー
ト
ル
）

（省醗）　第穴灘桜蔭会

生
徒
定
員

生
徒
現
在
数

教
鍛
数

校
外
設
備

中
学
校
・
高
等
学
校
番
七
五
〇
名

中
学
校
七
鱒
三
堀
　
高
等
学
校
七
蕊
二
熱

六
十
九
鱗

ひ
ば
り
が
丘
運
動
場
く
保
谷
市
と
○
、
七
〇
〇
平
方
メ
ー
峯
ル

建
物
二
糠
延
識
O
O
平
方
メ
ー
拳
燕

浅
間
蜘
荘
（
灘
馬
県
北
軽
井
沢
）
敷
地
七
、
九
識
六
平
労
メ
ー
墨
痔
、
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第
四
節
　
母
校
昇
格
運
動

欝認

　
運
動
の
経
緯

　
母
校
昇
格
運
動
す
な
わ
ち
東
東
女
子
高
等
師
範
学
校
を
昇
格
せ
し
め
て
大
学
と
癬
る
運
動
は
、
が
な
穆
古
く
が
も
行
な
わ
れ
て
き
だ
．

大
正
八
年
頃
か
も
他
学
校
の
昇
絡
熱
が
一
時
に
勃
興
し
、
男
子
の
大
学
撫
現
は
非
常
な
多
数
は
の
ぽ
ゆ
た
の
鷲
あ
ゆ
た
が
、
女
子
の
犬
学

は
法
令
の
改
正
が
面
倒
で
か
つ
麟
家
筏
会
が
い
ま
だ
に
塾
・
の
必
要
を
認
め
る
に
至
も
ず
、
容
易
縫
目
的
を
貫
く
こ
お
が
鷲
き
な
か
ゆ
た
．

桜
蔭
会
で
は
単
独
で
、
ま
た
他
と
連
携
し
て
陳
情
や
建
識
な
ど
を
行
な
ゆ
て
蓉
た
が
、
藩
・
の
昇
格
運
鋤
を
列
挙
す
る
数
お
お
鞭
ね
次
の
議

う
に
な
る
濤

　
大
正
十
二
年
　
師
範
教
育
改
造
綱
盟
に
加
わ
り
女
峯
高
等
師
範
学
校
を
昇
格
し
て
師
範
犬
学
と
す
る
鑑
と
を
議
決
．
総
会
で
母
校
昇
格

　
　
間
題
を
附
議
．

　
犬
正
牽
五
年
　
佐
保
会
（
奈
良
女
子
闘
等
師
範
学
校
岡
窓
会
）
と
提
携
し
、
女
子
師
範
大
学
昇
格
を
衆
議
院
議
員
羅
働
ぎ
か
け
た
の
癒
、
第

　
　
五
十
議
会
に
と
輪
上
げ
も
れ
た
韓

　
昭
和
二
年
　
　
母
校
昇
格
準
備
委
籔
会
髪
設
置
し
、
全
國
的
な
組
織
を
つ
く
ゆ
俊
保
会
と
提
携
し
て
対
内
的
・
対
外
的
縫
犬
規
模
な
運

　
　
動
を
展
開
し
た
．

　
同
　
　
年
　
　
十
榊
月
に
開
催
さ
れ
た
国
民
教
育
大
会
釜
國
連
倉
教
育
会
主
催
）
に
お
矯
て
男
女
子
高
等
師
範
学
校
は
速
や
が
に
前
項
師

　
　
範
教
育
に
関
す
る
制
度
に
よ
る
師
範
犬
学
盗
改
造
し
、
速
や
か
鵜
叢
繍
の
実
現
を
期
す
猛
お
の
付
帯
決
議
が
否
決
さ
れ
．
男
我
等
は
園
畏

　
　
教
育
振
興
の
為
め
速
や
か
に
女
子
商
等
師
範
学
校
を
昇
格
し
て
女
子
師
範
大
学
お
な
さ
れ
ん
蓬
と
を
要
望
す
繕
お
矯
箏
緊
急
動
議
は



絡翻第六灘鞍蔭会

　
可
決
審
れ
た
．
委
員
は
文
部
当
局
・
諸
窟
庁
・
各
政
党
本
部
・
新
聞
社
を
訪
闇
し
た
．

昭
和
三
年
　
　
帝
國
教
育
会
内
の
女
子
教
育
振
興
委
員
会
に
委
員
を
送
り
、
陳
情
と
建
議
を
行
な
ゆ
た
。

昭
和
四
年
　
　
学
制
改
革
が
行
な
わ
れ
東
京
文
理
科
大
学
が
開
設
さ
れ
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の
卒
業
生
臓
入
学
の
権
利
が
尊
え

　
ら
れ
た
。

昭
和
五
年
　
　
師
範
教
育
改
善
促
進
連
盟
に
加
わ
り
委
員
を
送
ゆ
た
、
改
善
案
の
要
綱
に
慣
七
、
東
京
及
ビ
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校

　
ハ
之
欝
女
子
師
範
大
学
拳
ス
ル
灘
ト
し
と
あ
る
．

昭
和
六
年
　
　
文
部
省
の
学
制
改
革
案
に
対
し
、
八
月
に
本
会
の
意
見
轡
を
出
し
た
．
第
紬
回
は
嘗
立
女
子
師
範
大
学
、
女
子
大
学
お

　
汰
ぴ
女
子
専
門
学
校
設
置
の
要
望
．
第
二
回
は
嘗
立
女
子
師
範
犬
学
設
置
の
要
望
。
九
凋
六
欝
、
学
制
改
革
案
臓
対
す
る
臨
時
総
会

　
を
開
繕
佐
保
会
代
表
竜
出
席
し
て
、
四
項
黛
に
わ
た
る
女
子
師
範
大
学
特
設
の
必
要
挫
と
、
決
議
文
・
建
議
文
を
可
決
膨
、
業
部
幾

　
局
・
政
党
本
部
・
新
聞
社
な
ど
靴
歴
訪
し
た
．
九
漏
二
牽
六
欝
、
佐
保
会
と
合
岡
で
講
演
会
を
開
催
、
穣
驚
牽
繍
菊
四
籔
の
第
繋
二

　
蹴
全
国
婦
入
連
盟
大
会
に
女
子
師
範
大
学
要
望
の
建
議
を
提
出
し
、
全
関
西
婦
人
連
合
会
の
名
で
決
議
文
髪
関
係
労
面
慌
送
ゆ
た
．

岡
　
　
年
　
　
東
京
高
等
師
範
学
校
創
立
六
牽
年
に
当
り
、
記
念
式
典
髭
出
席
さ
れ
た
天
皇
が
％
囎
健
全
ナ
ル
購
畏
ノ
養
成
ハ
讐
鰍
師

　
表
タ
ル
騰
ノ
・
徳
化
晶
竣
ツ
箏
論
教
育
講
従
フ
艶
ノ
其
疑
奮
励
努
力
財
甥
篇
と
の
勅
語
難
賜
ゆ
澄
，
犬
養
内
閣
は
姦
の
勅
語
の
意
を

　
体
し
、
師
範
教
育
の
改
善
を
そ
の
施
政
方
針
と
し
、
矯
山
一
郎
文
相
は
劉
師
範
教
育
制
度
改
正
要
項
篇
を
発
表
魏
た
．
桜
蔭
会
は
烈
師

　
範
教
育
調
蓋
委
戯
会
繊
を
殺
置
し
、
軸
勝
女
子
師
範
大
学
の
内
容
、
㈲
文
部
省
の
師
範
教
育
制
度
改
盤
案
羅
対
す
る
検
討
．
㈲
文
部
省

　
案
に
つ
い
て
の
本
会
の
意
見
轡
、
を
濠
と
め
大
演
説
会
、
臨
時
総
会
を
開
催
膨
、
関
係
方
面
に
働
ぎ
か
け
る
な
ゼ
猛
運
動
を
行
な
ゆ

　
た
が
、
結
局
女
子
師
範
大
学
の
設
置
は
認
め
ら
れ
な
か
ゆ
た
．
そ
の
後
内
閣
が
更
迭
猛
師
範
制
度
改
正
案
は
立
ち
消
叢
お
な
ゆ
た
礎

昭
和
十
麟
年
　
教
育
審
譲
会
の
設
立
．

鍵3



昭
和
牽
滋
年
　
大
学
令
濫
よ
ゐ
嘗
立
女
子
大
学
設
置
が
認
め
ら
れ
た
が
、
戦
局
が
苛
烈
に
な
ゆ
た
た
め
実
現
を
み
る
に
至
疹
な
か
ゆ
た
・

昭
和
二
十
年
　
前
田
多
聞
文
相
時
代
縫
物
女
子
教
育
刷
新
要
綱
鳳
決
定
．
旧
制
女
子
大
学
の
創
設
と
大
学
縫
お
け
る
叢
学
鰯
が
定
め
も

　
れ
、
七
帝
大
へ
の
女
子
学
生
の
受
け
入
れ
が
決
襲
櫛
た
．
鑑
の
決
定
直
後
母
校
の
教
嘗
饗
あ
ゆ
た
会
員
の
阿
斌
喜
芙
子
、
湯
浅
年
子

　
も
が
実
行
委
撮
と
な
ゆ
て
懲
東
京
女
子
帝
園
弐
学
案
」
を
つ
く
り
文
部
省
に
提
出
し
、
省
議
を
通
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
・

　
三
制
の
実
施
時
期
と
璽
な
鷺
た
た
め
に
、
燕
う
と
う
臓
制
大
学
へ
の
昇
格
は
見
送
導
と
な
ゆ
た
。

昭
和
二
十
四
年
　
新
制
鷺
お
茶
の
水
女
子
大
学
韓
と
し
て
発
足
、
塙
称
は
大
学
で
あ
ゐ
が
会
員
畏
年
の
希
望
か
移
見
れ
ば
む
じ
る
格
下

　
げ
と
輪
い
う
べ
き
も
の
懇
、
大
学
院
の
設
罎
そ
の
地
、
元
順
制
大
学
鑑
姥
べ
て
著
し
く
遅
れ
を
蕊
る
姦
と
と
な
ゆ
た
。

昭
和
二
牽
九
年
　
蝋
山
政
道
学
畏
が
弐
学
院
設
置
準
備
の
た
め
本
会
へ
協
力
藪
要
請
さ
れ
た
の
認
、
甥
弐
学
院
設
置
促
進
委
員
会
犠
を

　
設
け
、
運
動
と
設
備
充
実
の
た
め
の
募
金
を
行
な
い
、
委
員
は
母
校
の
教
授
と
と
も
に
各
方
薗
へ
の
陳
情
に
奔
楚
し
た
．
そ
の
緒
果

　
家
政
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
入
文
科
学
研
究
科
の
修
嚢
課
程
が
相
継
矯
鷲
設
置
懸
れ
た
．
そ
の
後
塞
会
が
毎
年
要
望
し
て
矯
た

　
大
学
院
入
聞
文
化
研
究
科
（
樽
士
課
選
裾
昭
和
五
十
繍
年
に
開
設
さ
れ
た
．

繊壕

第
五
節
　
第
二
次
世
葬
大
戦
と
そ
の
後
の
復
旧

　
女
子
工
業
教
育

　
昭
和
十
二
年
に
繍
中
戦
争
が
勃
発
し
、
男
子
は
戦
地
に
駆
ゆ
出
さ
れ
、
軍
需
産
業
の
拡
大
化
に
伴
ゆ
饗
製
図
工
の
需
要
が
急
増
膨
だ
。

会
槻
《
は
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
と
し
て
工
業
教
育
の
推
進
を
取
ゆ
ま
げ
る
鑓
お
を
牽
四
年
の
総
会
羅
可
決
し
、
定
員
鰻
牽
名
養
成
期

間
六
か
鶯
の
磐
桜
蔭
女
子
技
術
閣
興
養
成
所
し
を
発
足
さ
せ
、
桜
蔭
会
館
薫
授
業
を
行
な
ゆ
た
．
第
三
働
生
か
も
は
修
業
年
隈
を
瞬
が
隼
鵜



延
長
し
、
技
術
・
才
能
と
あ
轄
優
れ
た
修
了
生
を
送
鞍
出
し
た
．
修
了
生
は
六
園
ま
饗
で
三
四
五
名
を
か
ぞ
え
、
社
会
の
要
講
膿
応
え
た
．

養
成
所
の
成
績
が
優
秀
な
た
め
特
殊
学
校
創
立
を
決
定
し
、
各
方
面
の
援
助
を
受
け
て
罰
桜
蔭
女
子
工
学
院
し
の
設
立
が
進
め
ら
れ
る
蓬

と
と
な
η
、
二
十
年
三
月
東
京
都
よ
拶
設
立
の
認
可
を
受
け
、
小
石
川
区
高
田
老
松
町
檬
適
嶺
な
校
地
校
舎
を
得
て
四
月
臓
開
校
し
た
．

　
し
か
し
戦
後
昭
和
二
牽
榊
年
三
月
第
瞬
回
卒
業
生
巻
送
瞥
繊
す
と
と
癒
に
廃
校
と
な
ゆ
た
．
鑑
の
校
地
借
用
権
と
校
舎
は
九
十
万
円
懸

売
却
さ
れ
．
後
年
会
館
再
建
の
資
金
と
な
心
た
．

〔懸薄蛾第六灘桜蔭会

　
会
の
戦
中
・
戦
後

　
戦
争
宋
期
の
空
襲
に
よ
る
被
災
者
は
多
数
に
の
ぼ
や
た
が
、
そ
の
な
が
に
は
沖
縄
ひ
め
ゆ
ゆ
部
隊
擾
お
じ
て
戦
死
し
た
親
泊
千
代
子

（
昭
和
牽
八
隼
文
科
華
お
よ
び
広
島
で
原
爆
を
う
け
て
死
惣
し
た
中
島
干
代
子
（
昭
黎
牽
家
馨
科
卒
）
も
が
矯
る
．
広
鶴
市
外
餐
倒
壊
家
麗
の

下
敷
き
に
な
ゆ
な
が
％
蕎
蹟
的
縫
助
が
ゆ
た
衣
川
舜
子
縮
和
士
牽
文
科
率
〉
は
原
爆
症
と
戦
恥
な
が
蔭
原
爆
体
験
手
記
を
数
多
く
発
表
膨

て
い
る
嚇

　
戦
災
に
ま
鱒
会
館
は
焼
失
し
、
会
員
の
多
数
は
罹
災
・
疎
開
・
引
き
揚
げ
な
ゼ
凝
住
所
も
判
明
し
な
か
の
た
が
、
疎
闘
諸
の
帰
京
、
学

校
の
再
闘
な
ど
し
だ
矯
に
平
常
鷺
後
撃
る
に
つ
れ
、
母
校
内
に
設
け
ら
れ
た
仮
事
務
所
薫
復
興
の
仕
事
が
始
め
嚇
れ
た
．
昭
和
叢
牽
三
年

に
戦
後
は
じ
め
て
の
総
会
を
麗
き
、
会
員
名
簿
の
発
行
も
行
な
ゆ
た
．
以
来
、
お
お
む
ね
四
年
ご
む
に
名
簿
は
発
行
さ
れ
て
矯
る
．
慧
牽

四
年
に
は
母
校
創
立
七
十
五
周
年
と
大
学
開
学
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、
会
で
は
鷺
＄
判
牽
六
ぺ
ー
ジ
の
パ
ン
フ
膨
ッ
ト
を
刊
行

し
記
念
式
典
の
も
よ
勝
を
報
じ
た
．
戦
争
中
、
用
紙
の
統
制
の
た
め
発
行
が
停
憲
憲
れ
饗
い
た
難
桜
蔭
会
々
報
輪
は
、
繊
の
中
が
安
定
臨

は
じ
め
た
二
牽
七
無
蕊
欝
、
復
刊
第
網
畢
を
出
鞍
た
．
六
千
入
の
会
鍛
と
の
連
絡
ε
親
睦
の
た
め
、
会
員
が
％
も
譲
た
母
校
が
お
蟻
歓
迎

謬
れ
た
．
四
ぺ
ー
ジ
タ
プ
濃
イ
ド
版
で
、
理
毒
の
山
崎
ミ
ツ
執
筆
の
題
字
が
巻
頭
を
飾
や
た
．
現
霧
は
年
四
翻
発
行
し
、
海
外
在
磁
の
会

＄鱒



興
擢
略
送
襟
て
疑
る
頓

　
社
麟
法
人
桜
蔭
会
の
定
款
は
、
昭
和
八
隼
縫
制
定
し
認
可
毒
れ
鷲
雛
た
が
、
戦
後
文
部
省
の
標
準
案
が
示
惑
れ
た
の
懸
、
そ
れ
に
議
ゆ

て
改
正
し
、
各
都
道
府
県
雄
支
部
畏
を
置
き
、
支
部
畏
を
評
議
員
と
す
ゐ
議
と
縫
な
ゆ
た
．
し
か
し
総
会
議
事
の
定
足
数
が
全
会
澱
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

昭涌舗年竣灘の桜蔭会灘

分
の
瞬
と
な
燃
て
お
り
　
そ
の
実
行
が
は
な
は
だ
囲
難
な
た
め
、
蕊
牽
三
年
に
瓢
乗
分

の
浦
と
改
疋
し
た
．
こ
の
定
款
癒
今
田
に
至
導
鷲
矯
る
．

　
戦
災
樽
よ
勲
て
会
館
を
失
ゆ
て
が
も
．
事
務
所
懲
集
会
略
母
絞
臓
闘
借
鱒
を
し
鷲
じ

の
恥
で
恥
た
が
、
昭
和
二
牽
八
年
瓢
凋
に
母
校
正
門
左
側
の
校
窟
地
燦
木
造
平
屋
建
約

八
牽
平
方
メ
…
事
ル
の
繊
会
館
を
建
設
し
た
．
こ
の
建
設
費
は
工
学
院
の
溝
算
財
産
四

牽
万
円
お
共
済
会
解
敵
に
よ
る
二
牽
五
万
円
の
ほ
か
、
犀
生
部
の
事
業
収
入
・
寄
付

金
・
借
入
金
な
ゼ
を
含
め
細
一
四
万
円
饗
あ
ゆ
た
．
こ
の
会
館
は
の
も
に
大
学
婦
入
協

会
や
家
政
学
会
の
事
務
所
毒
懲
な
ゆ
た
が
、
五
牽
榊
年
に
取
鱒
壌
さ
れ
、
附
属
小
学
校

の
第
二
校
舎
建
設
用
地
と
な
ゆ
た
．

　
償
会
館
は
会
の
運
営
は
い
う
譲
で
懲
な
く
、
集
会
に
、
宿
泊
に
大
い
欝
利
期
さ
れ
た

が
、
い
か
に
も
手
狭
で
、
行
禦
の
た
び
ご
と
に
母
校
教
窒
を
借
用
せ
ね
ぽ
な
嚇
な
か
ゆ

た
の
で
、
本
格
的
な
会
館
建
設
を
要
望
す
る
声
が
蕩
寒
導
、
昭
和
三
十
㈲
年
の
総
会
で

提
案
可
決
し
、
委
員
会
を
組
織
じ
鷲
細
部
を
検
討
し
、
全
会
籔
擬
呼
び
か
け
饗
募
金
を

行
な
い
、
蝋
山
政
道
学
長
の
勧
告
も
あ
ゆ
て
階
会
館
に
隣
接
爆
た
土
地
礎
蕊
牽
狂
年
藩

工
し
た
櫛
　
三
十
六
趣
平
開
館
の
は
瓢
ぴ
と
な
ゆ
た
柵
耕
幽
駅
館
は
約
四
〇
〇
平
劣
欝
－
撃
ル
の

讐鮪



鉄
筋
膿
ン
ク
リ
ー
ト
建
で
、
家
具
．
備
晶
、
轡
繭
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
は
会
員
お
よ
び
関
係
者
の
寄
付
巖
激
噂
た
灘
蕊
の
会
館
は
現
在
縫
至

る
憲
で
会
員
の
拠
け
ど
こ
ろ
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
敷
地
が
國
有
地
で
あ
る
た
め
建
物
は
母
校
鑑
寄
付
し
、
国
宥
財
産
と

な
ゆ
て
い
る
②

第
六
節
　
会
員
の
業
績
と
活
動

　
学
術
研
究
上
の
業
績

　
東
京
女
子
商
等
師
範
学
校
は
、
い
う
讃
で
略
な
く
教
員
養
成
を
瞬
的
と
す
る
学
校
癒
あ
ゆ
だ
が
、
当
時
の
法
制
下
懸
は
女
子
の
鰻
蕎
学

府
で
あ
櫛
た
た
め
に
研
究
を
志
す
者
が
多
く
集
譲
頓
、
卒
業
後
わ
ず
か
鷺
開
か
れ
た
購
制
大
学
縫
進
学
し
て
、
業
績
を
あ
げ
学
位
を
取
得

す
る
者
も
少
な
く
な
か
噂
た
．
わ
が
国
の
女
性
博
士
第
舗
号
の
保
井
膿
ノ
は
と
く
縫
宥
名
で
あ
る
が
、
昭
和
五
牽
六
年
六
月
現
在
の
会
員

の
学
位
取
得
状
況
に
つ
い
て
は
融
五
蕊
、
四
四
〇
貰
を
参
照
さ
れ
た
い
．

〔各税）第六章桜蔭会

　
教
育
界
に
お
け
る
活
動

　
戦
前
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の
時
代
は
、
会
鐵
の
ほ
と
ん
ど
が
義
務
づ
け
も
れ
て
教
職
に
就
恥
た
わ
け
響
あ
る
．
藁
・
の
艶
？
ち
母
校
髭

就
職
し
て
い
る
者
、
つ
諜
り
灘
校
が
そ
の
養
成
訓
育
し
た
教
え
子
を
ど
の
程
度
採
搦
し
て
い
る
が
を
見
る
お
、
記
録
に
よ
れ
ぱ
、
昭
和
聖

五
年
頃
は
本
校
教
授
か
も
附
属
幼
稚
園
の
保
媛
窺
雀
は
教
強
譲
で
を
奮
め
て
魅
全
体
の
四
八
鱒
ー
セ
ン
ト
鐙
、
策
叢
文
理
科
大
学
の
六

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
商
簿
師
範
学
校
の
八
六
パ
ー
噸
ン
ト
に
比
べ
で
著
し
く
低
い
こ
と
が
わ
が
る
．
現
粧
鷲
は
鰍
編
の
割
合
は
麟
養
撃
玉

パ
ー
セ
ン
塾
と
誌
膨
に
低
下
し
で
い
る
．
そ
の
う
ち
專
任
講
師
以
上
の
教
嘗
の
割
念
は
騨
九
・
五
パ
ー
縫
ン
襲
に
す
ぎ
な
翻
ゆ
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し
が
し
現
在
の
会
員
で
も
活
躍
分
野
の
、
㌘
も
最
も
広
恥
部
分
を
占
め
る
の
は
教
育
界
で
あ
ゆ
て
、
戦
後
昇
任
試
験
の
難
関
を
突
破
し
て
、

公
立
絞
の
管
理
職
の
地
位
縫
就
い
だ
者
も
、
東
京
都
は
陰
め
全
鰯
各
地
縫
見
ゐ
こ
と
が
で
き
る
．
譲
た
鵡
鶴
春
子
く
共
立
女
子
掌
園
）
、
牽

文
字
醐
隔
覆
（
牽
文
字
紫
選
、
大
江
ス
ミ
（
蒙
政
学
院
）
、
二
階
裳
ト
ク
叢
盆
購
堂
掌
園
）
、
堀
越
は
る
ゑ
（
堀
越
紫
魍
、
高
橋
ア
葬
（
貞
静
雛
園
）
、

溝
水
郁
子
穰
美
林
挙
鰯
も
は
学
校
を
創
設
し
、
東
京
女
子
大
学
畏
の
安
井
て
つ
ほ
か
公
私
立
学
校
の
学
提
や
校
畏
に
就
任
蔭
た
薯
惑
少

な
く
な
い
．
詳
し
く
は
総
説
癒
参
照
さ
れ
た
い
．

8繋

　
さ
譲
ざ
ま
な
分
野
繕
お
け
る
活
動

　
昭
和
二
十
四
年
髭
発
足
し
だ
お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、
教
員
養
成
大
学
懸
は
な
く
な
ゆ
た
が
、
長
年
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
お
、
教
職
が

女
性
の
職
と
し
で
多
く
の
恵
裟
れ
た
条
件
を
持
つ
と
こ
ろ
が
疹
、
最
初
は
圧
倒
的
に
教
職
鵜
就
く
者
が
多
く
、
そ
の
割
合
は
教
職
八
に
対

し
て
そ
の
地
二
で
あ
鵡
た
．
し
か
し
三
十
三
年
頃
か
も
五
対
玉
と
な
堕
、
四
牽
九
年
頃
の
好
況
時
に
は
三
対
七
と
逆
輯
し
た
．
蕊
の
激
う

に
し
て
会
員
は
憲
譲
ざ
蝶
な
分
野
に
進
出
す
る
よ
う
鵜
な
麟
た
が
、
や
は
η
現
雀
活
躍
中
の
会
籔
は
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
時
代
の
卒

業
生
が
多
矯
．

　
文
学
・
芸
術
。
著
作
活
動
の
分
野
に
は
と
く
に
多
く
の
会
藁
が
活
躍
し
て
お
勢
、
結
祉
を
主
宰
す
る
者
も
、
さ
寒
ざ
該
な
賞
を
受
け
た

者
も
少
な
く
な
矯
．
社
会
活
動
ε
し
て
は
、
欝
本
母
親
大
会
を
創
設
し
た
参
議
院
議
員
の
河
崎
な
つ
を
は
じ
め
、
大
学
婦
入
協
会
・
家
政

学
会
・
鑓
本
女
子
体
育
連
盟
な
ど
餐
、
し
ば
し
ば
会
輿
が
会
畏
と
な
η
、
そ
の
他
婦
入
問
題
懇
話
会
・
全
園
地
域
婦
人
連
合
会
・
生
活
協

同
組
合
・
贈
本
基
督
教
矯
風
会
な
ど
の
婦
人
鐡
体
で
活
動
し
て
い
る
渚
略
多
い
．



第
七
節
　
会
の
現
況
と
活
動

縁騰鵜　第穴灘桜蔭会

　
会
の
鐵
的
と
代
表
者

　
会
は
会
鐵
相
亙
の
親
睦
を
図
瞬
．
文
化
の
向
上
盗
役
立
つ
調
蓋
研
究
を
行
な
矯
、
合
せ
鷲
広
く
女
挫
の
進
歩
発
展
を
期
塗
る
羅
滋
を
欝

的
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
会
報
の
発
行
を
は
じ
め
各
種
の
事
業
を
行
な
ゆ
て
い
る
．
会
の
本
部
は
母
校

構
内
に
あ
る
が
、
各
都
道
府
県
ご
と
に
地
方
支
部
を
置
き
、
支
部
畏
は
評
議
員
を
兼
ね
る
．
本
部
権
は
総
務
・
会
籔
・
財
務
・
文
化
・
摩

生
・
調
査
・
編
集
の
各
部
を
置
き
、
理
事
六
名
く
う
ち
常
任
理
纂
榊
名
）
、
監
事
二
名
、
評
議
餓
七
十
七
熱
3
も
粥
任
評
議
墨
珊
羅
鰻
名
）
、
委

鍛
若
干
名
の
役
員
が
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
ウ
て
各
部
に
所
属
し
、
会
の
仕
纂
を
分
担
し
運
営
に
当
ゆ
て
い
る
．
以
出
の
事
務
は
、

本
部
事
務
窒
の
常
勤
職
員
二
娼
が
処
理
し
て
い
る
・

　
会
の
代
表
者
が
現
在
の
常
任
理
藥
の
形
に
な
ゆ
た
の
は
昭
和
二
十
君
隼
堀
越
は
ゐ
ゑ
が
嚇
癒
あ
る
が
、
創
立
当
時
は
主
事
、
大
正
蕊
年

法
人
叢
な
櫛
て
か
勝
は
理
事
で
あ
ゆ
て
複
数
で
あ
ゆ
た
．
現
在
判
明
し
饗
い
る
の
は
以
下
の
火
び
む
で
あ
る
．
佐
方
鎮
、
野
縫
ゆ
が
、
西

鵬
富
寿
、
藩
欄
た
か
、
平
野
の
ち
、
斯
波
安
、
下
田
た
づ
、
戸
野
隊
ち
ゑ
、
牽
文
字
蕊
菰
、
岡
田
美
津
、
常
光
藥
、
牧
内
お
灘
、
備
守
ぶ

み
、
霧
村
千
鶴
、
大
江
ス
ミ
、
半
鐵
の
ち
、
越
智
ぎ
議
、
出
取
儒
、
堺
さ
き
、
安
井
て
つ
、
小
此
木
蒙
の
、
馬
土
勢
ル
、
小
川
淑
．
畜
州

箏
よ
、
懸
中
や
す
、
千
葉
安
良
、
喜
多
兇
さ
愚
、
塚
本
は
譲
、
市
原
寿
見
、
堀
類
き
み
鑓
、
後
閑
菊
野
、
竹
田
み
お
、
中
沢
美
代
、
宮
州

敏
サ
、
水
谷
年
恵
霞
下
戦
後
）
、
山
崎
鐘
ツ
、
堀
越
は
る
ゑ
載
下
常
任
理
聾
、
杉
森
美
代
子
、
茂
木
㎏
擢
、
松
元
文
子
、
松
本
轡
美
子
鏡
）
．
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講
習
会
・
講
演
会
の
闘
催
と
調
査
活
動

　
桜
蔭
会
は
定
款
に
貼
見
も
れ
る
よ
う
に
、
会
員
の
み
な
も
ず
広
く
女
子
の
尚
上
発
展
態
期
す
る
羅
と
を
闇
的
と
し
て
い
る
の
で
、
講
習

会
・
講
演
会
の
開
催
お
各
種
の
研
究
調
鷹
は
璽
要
な
活
鋤
の
ひ
毒
っ
お
な
ゆ
て
い
る
．

　
第
一
灘
の
夏
期
講
習
会
は
鯛
治
蕪
牽
九
年
縫
開
が
れ
、
以
来
今
難
縫
至
る
談
鷹
年
中
行
事
の
ひ
ど
つ
覆
な
ゆ
て
い
る
．
テ
ー
マ
は
時
勢

の
推
移
に
従
ゆ
て
多
岐
楼
わ
た
ゆ
で
験
る
が
、
昭
和
三
十
二
隼
に
は
蝋
撫
政
道
学
畏
や
中
類
僅
知
郎
、
菅
井
準
騨
、
儲
藤
整
も
の
各
幾
を

講
師
慌
招
蓼
、
婦
六
週
間
の
活
動
の
繍
環
と
し
で
教
養
講
座
を
開
催
鞍
盛
会
鷲
あ
ゆ
た
．
叢
牽
九
年
か
も
は
文
部
省
の
後
援
態
得
薫
、
高

等
学
校
教
師
を
対
象
と
ず
る
数
学
と
化
学
の
講
習
会
を
行
な
矯
、
窪
た
四
十
三
年
か
膨
現
職
教
麟
を
対
象
ξ
す
る
財
ミ
ナ
ー
を
行
な
噂
鷲

き
た
．
現
雀
は
講
演
会
を
年
蕪
測
行
な
矯
、
齢
般
が
も
の
聴
講
も
歓
迎
し
、
毎
固
多
く
の
来
聴
者
が
あ
る
．
な
お
常
設
の
講
習
会
に
は
、

い
け
花
教
窒
・
ピ
ア
ノ
教
窯
・
竹
の
会
欝
道
教
室
・
源
氏
物
語
講
義
・
英
会
話
教
黛
・
洋
菓
子
教
室
が
あ
る
が
、
そ
の
他
各
種
の
講
習
会

が
会
館
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
て
賂
る
．

　
戦
前
の
研
究
調
査
を
斑
る
と
、
女
教
繋
に
関
す
る
問
題
ど
教
澱
問
題
が
中
心
お
な
ゆ
饗
矯
た
よ
う
で
、
さ
膨
鵜
国
民
教
養
研
究
本
薫
成

人
教
育
と
も
い
う
べ
愚
も
の
）
、
学
制
調
査
研
究
会
（
昇
格
運
鋤
臓
つ
な
が
葱
な
ど
が
あ
る
が
、
現
在
は
主
お
し
｛
調
査
部
で
会
擬
の
現
状
と
動

両
調
鷹
を
行
な
タ
て
恥
る
ゆ

齢o

　
そ
の
他
の
活
動

　
第
隔
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
変
動
期
に
、
家
庭
経
済
の
不
安
に
対
処
す
る
た
め
、
桜
楓
会
の
霧
志
と
共
同
で
世
帯
の
会
を
組
織
し
、
家

庭
経
済
に
関
す
る
知
識
の
啓
発
・
普
及
鑑
努
め
、
経
済
生
活
の
改
善
陶
上
を
図
る
た
め
、
講
演
会
や
圏
用
晶
の
展
示
即
売
会
な
ど
を
行
な

ウ
た
が
、
大
震
災
に
よ
ゆ
て
消
滅
し
た
．
こ
れ
は
現
在
の
消
費
者
運
動
の
は
し
勢
と
奄
い
う
べ
謬
も
の
で
あ
ろ
梱
㌻
．



〔姦脱簾第六灘桜蔭金

　
塞
た
、
会
で
は
桜
蔭
会
グ
歎
ウ
ン
獣
を
建
設
し
た
．
女
子
は
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
生
活
状
態
が
爾
変
じ
で
蓮
動
不
足
お
な
る
が
、
そ
れ

を
欝
覚
し
て
運
動
し
よ
う
と
思
ゆ
で
も
公
共
的
な
施
設
が
著
し
く
少
な
か
ゆ
た
の
餐
、
女
子
尊
用
の
運
鋤
場
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
．

そ
こ
で
昭
和
七
年
翻
蒲
電
鉄
の
五
島
欝
務
よ
瞬
、
約
三
察
○
○
○
平
方
メ
ー
塾
ル
の
士
地
の
無
償
貸
毒
を
受
け
、
ク
ラ
ブ
ハ
痩
ス
付
巻

の
グ
勤
ウ
ン
ド
を
多
摩
川
畔
に
建
設
し
、
十
月
に
開
場
し
た
．
こ
の
グ
ラ
や
ン
鯵
は
附
近
の
小
学
校
．
会
鐵
権
関
係
の
あ
る
女
学
校
療
同

窓
会
な
ど
で
よ
く
利
用
さ
れ
た
が
、
九
年
東
京
府
の
失
業
対
策
事
業
の
対
象
覆
な
り
、
氷
道
・
水
源
保
護
の
た
め
運
動
競
技
を
禁
罎
、
府

の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
ゆ
た
た
め
、
わ
ず
か
三
年
で
休
止
す
る
こ
と
盗
な
ゆ
た
．

　
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
網
鐵
、
会
鐵
互
助
蕊
、
会
の
事
業
遂
行
の
資
金
を
得
る
叢
と
を
鐵
的
覆
す
ゐ
桜
蔭
数
済
会
の
設
立
が
文
部
弐

臣
に
よ
箏
許
可
憲
れ
、
翌
年
榊
月
八
繍
に
発
足
し
た
．
こ
れ
は
全
国
的
な
組
織
で
そ
の
後
順
調
縫
還
営
毒
れ
饗
灘
た
が
、
戦
後
昭
和
二
千

一
年
の
金
融
措
置
令
に
よ
雛
第
二
封
鎖
鷺
指
定
さ
れ
、
“
方
諸
物
価
高
騰
の
た
め
財
政
状
態
が
悪
化
し
た
の
癒
、
蕊
十
蕊
隼
に
解
敵
し
た
．

当
時
の
会
鍛
騨
、
九
縢
八
名
は
権
利
を
放
棄
し
、
財
産
整
理
の
緒
果
二
牽
五
万
円
を
会
館
建
設
資
金
と
し
て
桜
蔭
会
に
寄
付
し
た
．

　
大
正
十
二
年
以
降
、
母
校
校
畏
の
許
可
を
受
け
て
、
母
校
お
よ
び
附
属
校
鰯
の
生
徒
・
児
童
の
必
要
轟
販
売
の
た
め
事
務
所
に
売
店
を

設
け
た
．
第
二
次
大
戦
後
糠
昭
和
二
十
五
年
か
ら
母
校
の
後
援
を
得
て
喫
茶
部
を
は
雛
め
、
傍
嚇
タ
露
欝
や
ノ
ー
摂
電
販
売
し
羅
矯
だ
が
、

二
十
七
年
か
郷
学
用
晶
を
扱
う
購
買
部
と
し
て
独
立
し
た
．
し
か
し
そ
の
後
大
学
に
生
協
が
で
き
た
の
癒
競
奢
ず
灘
形
と
な
雛
、
惑
勲
ぱ

縣
附
属
校
園
の
生
徒
に
利
用
諮
れ
て
い
た
が
、
四
牽
五
年
、
老
朽
化
し
た
建
物
の
取
り
壊
し
む
六
手
不
足
の
た
め
闘
鎖
さ
れ
た
．

　
毒
も
に
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
か
も
中
学
生
、
商
校
生
を
対
象
と
す
る
学
習
会
が
発
足
彰
た
．
鑑
れ
は
会
権
・
藩
愚
わ
じ
騨
事
業
お
矯

う
叢
と
で
提
案
可
決
護
れ
た
竜
の
で
、
英
藷
・
数
学
・
理
科
を
週
二
翻
個
人
指
導
を
た
て
竃
え
と
し
て
指
導
し
た
の
で
、
生
徒
に
は
犬
変

好
評
で
あ
ゆ
た
が
、
会
場
や
時
間
の
制
約
が
大
き
く
、
拡
張
す
る
ご
と
懲
囲
難
矯
あ
ゆ
だ
．
こ
れ
は
縢
鶴
程
続
矯
て
閉
鎖
婁
れ
淺
．
縷
た

三
十
囎
離
七
月
か
も
小
学
生
相
手
の
英
語
会
も
開
設
し
、
三
年
程
続
い
た
が
後
任
講
師
が
得
疹
れ
ず
閉
鎖
さ
れ
た
．
学
習
会
の
評
判
が
議
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が
ゆ
だ
の
で
並
行
し
て
模
擬
溌
ス
ト
癒
行
な
恥
、
都
内
お
よ
び
近
県
の
高
等
学
校
勤
務
の
会
員
に
依
頼
し
て
蕪
牽
麟
隼
榊
滞
第
一
回
を
行

な
矯
、
蕊
二
〇
人
の
参
加
が
あ
ゆ
た
．
三
牽
七
年
襲
で
は
響
秋
二
翻
ず
つ
実
施
し
、
受
験
者
の
評
判
が
よ
が
ゆ
た
が
、
あ
寮
雛
拡
弐
は
望

め
ザ
、
事
務
処
理
も
犬
変
な
の
で
、
四
牽
梱
年
牽
二
測
懲
を
撮
後
に
中
鵡
と
決
鵡
た
．

　
最
後
縫
桜
蔭
会
活
鋤
の
現
況
に
つ
い
て
述
べ
だ
い
．
結
婚
梱
談
は
昭
和
二
十
九
年
母
校
挙
生
部
長
鷲
あ
ゆ
た
畜
灘
武
子
の
提
案
で
設
け

も
れ
た
．
会
鍛
お
よ
び
会
殿
の
紹
介
譜
に
隈
雛
配
偶
者
を
紹
介
す
る
嚇
の
餐
、
主
と
し
鷲
厚
生
部
が
担
当
彰
、
多
く
の
辮
込
著
鑑
親
身
な

世
話
を
難
て
欝
ば
れ
饗
い
る
．
会
員
の
再
就
職
の
相
談
は
四
牽
五
年
以
降
行
な
わ
れ
萎
き
た
が
、
現
在
は
就
職
情
報
窓
欝
と
じ
て
週
鰻
醸

構
報
饗
提
供
媛
、
相
談
羅
応
拶
て
矯
る
．
会
の
年
中
行
事
の
主
な
も
の
は
、
三
端
宋
の
新
入
会
員
歓
迎
会
、
七
月
宋
の
総
会
・
懇
親
会
、

十
蛸
末
の
慰
霊
祭
で
あ
ゆ
て
、
そ
の
ほ
か
毎
篶
第
二
欝
曜
鐵
髭
常
任
評
議
員
会
（
役
員
会
）
毒
そ
れ
に
先
立
つ
総
務
会
が
開
が
熱
会
務
の

処
理
と
運
営
楼
当
鱒
て
恥
る
．

　
桜
蔭
会
は
母
校
縫
対
し
感
鮒
の
念
を
表
す
蕎
た
め
に
、
物
心
両
面
の
援
助
を
続
け
饗
》
る
．
た
お
え
ば
母
校
創
立
牽
周
隼
ご
お
の
記
念

や
開
学
記
念
に
寄
付
し
、
譲
た
震
災
の
復
興
資
金
、
大
学
院
の
設
備
充
実
資
金
、
図
轡
館
の
充
実
癖
教
育
研
究
の
施
設
・
設
備
の
購
入
、

プ
ー
ル
の
建
設
な
ど
鑓
協
力
し
た
．
昭
和
三
牽
九
年
臓
育
英
会
の
選
盗
洩
れ
た
母
絞
学
生
匿
奨
学
金
を
貸
碁
す
る
議
お
を
決
め
、
年
々

一
、
二
蟻
の
学
部
お
よ
び
大
学
院
学
生
に
無
利
子
で
貸
与
し
て
い
る
．
資
金
は
会
員
・
役
員
の
寄
付
に
頼
ゆ
て
い
る
が
、
現
在
約
四
六
〇

万
陽
に
達
し
、
誰
、
の
う
ち
二
六
〇
万
円
を
貸
与
し
て
い
る
、
蝶
た
、
母
校
理
学
部
齢
臨
海
実
験
は
、
東
京
女
子
蕩
等
師
範
学
校
の
時
代
が

ら
神
奈
鋼
県
油
壷
の
東
京
弐
学
の
施
設
を
利
翔
し
て
行
な
ゆ
て
矯
た
が
、
千
葉
県
館
山
海
岸
織
候
補
地
を
屍
つ
け
で
独
立
の
設
備
を
建
設

す
る
鑑
お
ど
な
り
、
出
地
の
入
手
が
難
航
し
た
の
で
、
大
学
の
要
講
に
よ
箏
地
発
桜
蔭
会
爆
が
尽
力
し
園
的
を
達
成
し
た
．
多
年
の
念
願

が
か
な
い
、
こ
こ
に
縢
牽
五
年
に
開
所
の
は
こ
ぴ
と
な
噂
た
の
で
あ
る
．
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